
鶏の閉磯群育種に よ る後代調査  

（Ⅵ）、白レグちrendor系統について  

名 倉 清 一 斉 藤 季 参  宮 下 光 男   

1．技じめに  

唱和58年、閻にお小て全国都道府県養鶏関係確設の程鴇（自レク）から優良家系を抽出し、  

伺および地方を通じて国内鶏の綜合育種計画がたてられた。その折、当場白レクd系統（旧名称   

8系統）55T－7家系挨、卵数系の俊良家系として選定されたので、昭和59年エり飼蕃系統  

および品種を整理し、d系統とロー、ドP系統のみとし両系統の増飼を図るととも忙多罪支配にエ   

る実用殉造成の必要性から卵東系統として昭和40年米国からRrender系統を輸入したっ  

これら、5系統はそれぞれ独立した閉鎖詳として育種を進め、系統の特徴を明確にし、その性   

能の向上を図りつゝ乗用鶏生産のための組合せ試験に供用している。   

この5系統の育種成績については、昭和41年鹿、昭和44年ま白レクd系統、昭和42年慶、  

昭和45年碇ロードP系統把ついて報告した。Bremder 系については昭和45年壁把職人び   

なぉよぴその後代の昭和45年薄までの成績を報告したので、今回は昭和44年鶏以後の成績に  

ついて報告する。   

2．Brender 系の肯稲城署（昭1140年へ′昭和45年）   

昭和40年から昭和45年せでの成績は昭和45年ま、東京都畜産試験場；試験研究調香報告   

P97で報告したのて、その紙礫忙ついて述べる。   

昭和40年輸入したひなの成績は帯1賽に示すとおりで、産卵率、初産日令、10ケ月令体重、  

10ケ月令卵重など、紆形質の夜業は比較的大きかったが、個体の成績および群の成損な検討   

した結果、育稽素材として過当蔑ものと判断し、昭和41－年度から閉鎖群として卵重に重点をお   

ぃた選抜育種を進めた。その後の確雉採取囲および後代成績、綜合成績は第1図のとお少でちる。   

その耽壕ほ卵洗おエび産卵率旺㊨小て選抜の効果が認められた。   

希お昭和41年より東日本地区組合せ検定の卵重系統として供用座れ、昭和45年から金閣区   

の健良卵重系統として抽出供用されることゝをった。  

5．昭和44年鶏以後の後代成概について、  

ア、昭和44年鵡について、  

昭和42年囁の周年倹定終了鶏100羽から、卵真倉よび体重に重点をおぃて54羽を選抜  

し、稽挽は昭和45年繁殖把用いた42T－d5。42T－75・42T㌧－7（〕・42T－78  
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の4羽と、42T－52。42T－d2・42T－75。42T山74。42T－70の子雉   

て特忙親雌の卵重の大きいものを選定して供用した。その採取供用園は第1図のとお少である0  

交配にあたっては強度の近親交配をさける■上う忙行った0更新用、・初生び琴は雄90羽雌500   

羽を採取育成し、雉占5羽、雌2ム2羽を成謁に組善した。   

その成歳は童2表おエび第2医眠示すとおりである。成鶏組塙時の父鶏別、子堆羽教は墳高   

45羽柴低ム羽で、1施鶏当り平均29羽、1母鞠当り4．9羽であった。短期検定（初産か   

ら1q8日間）終了率は、4家系が100肇を示し、5家系が90喀台、2家系が80露台、   

平均94劣て前年産と大差は認められ赴かった。産卵寒は80蕗以上を示したものが2家系あ   

少最低でも70％を示し平均7占％であった。初産日令は187日で、周年検定（5占5日間）  

終了掬の平均産卵個数は255他であり、顔卵率（個）、初産日今は前年匿と比熱ノてやゝ劣   

ったが、体重は平均1羽当り180g′ト躯と売り、10ケ月合卵重抹占1ダで前年度と同種慶   

の成績を示した。以上のことは、昭和44年渇採取にあたって、卵攫および休養に重点を封い   

た選抜交配を行った結果と考えられる。   

イ、昭和45年鶏につぃて  

昭和45年鶏の採取用雌親は、昭和45年鞠の周年険走路了鶏1占1羽から、前年度忙引続  

き、卵歪、体重把克点を封いて77羽を選抜供用した。摩雑技昭和44年繋矧て供したヰ5T  

－59●42T－ム5・45T－90。42T－70。45T－51。42T－78の子株を   

親雌および姉妹潟の卵重を勘案して11羽を選抜した。その採取図は窮2図に示すとおりであ   

る。交配にあたっては凋和44年匿と同じく強度の近親交配をさけて行い、初生びか優9口羽   

雌2b O羽を採取育成し、雄占0羽雄202羽を成鶏忙組替した。  

その成績昧第2表おエび第2図に示すとお少である。成渦組啓時の父類別、子雌羽教は最高   

29羽、最低8羽で平均18．4羽、1母褐当り2・る羽であった。短期検定終了畢咋＝＝  

・％のものがる家系あり、澱低92弱、平均97％で昭和44年鶏より某干向上した。産卵率は  

繊高81多、泉低d7渇で平均71％と昭和44年鶏より若干低下したが、産卵場皮では77   

一渇を示し、昭和44年鶏と同程度宰成績を示し大差は認められなかった。初産日令は兼高20D   

日、最低1‘1日で平均179日、1ロケ月合体重は最高2D d9㌢、毅低1758ダ、平均  

1855グを示し、初産日令、10ケ月体重は瑠和44年鵜上少優れた成綿を示した。10ケ   

月令卵竜は最高d4ダ農低59グ、平均る1ダで昭和45年劫、1隠和44年鵡と変ら夜い成磯   

考示した0以上の成襖は、昭和44年、昭和45年の両年にわたって同じ方針で種梢選抜を行   

った結果と考えられる。  
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ク、昭和4占年鶏把ついて、  

昭和4占年鴻の採取用地鶏は、昭和44年鴻の周年検定終了籍159羽から、卵窒素統とし   

ての特徴を上り明らか托するため卵重を最頚点項目として5る羽な選択し、種雄を第2図陀示す   

と射り親姓家系の卵薫の大きいものから採取供用した。交祀にあたって吐前年度同様強度の近   

親交配をさけて行ない、初生び盆で雄9D羽唯250羽を採取育成し、雄5B羽堆199羽を  

威勢組壱した。   

その成績は第2衷および巧2図把示すとおりてある。成渇親善時の父湧別子雌‘羽談壮最高   

22羽畳低△羽で平均＝5、5、1母媒燭当少5．る羽であった。短期検定終了率は100多  

のものが5家系あゎ大部分の家系は9D多以上の薄了率を示したが、1，2の家系把終了寒の  

低いものがみられ平均9小針で昭和45年鶏より若干低下した。産卵率は戴高78％、最底畠占   

％、平均ム8％で、初産日合吐像高199，日長低175日平均1β9日であったハ1ロケ月合  

体竃姥焙高2155ダ、最低1d9（）ダ、平均190d紆て、卵重は最高ム7タ、最低59タ   

平均d4ダ告示した。彗和4d年鶏採取忙あたっては」＝述のとおり卵靂系統■としての特徴奇、  

より、明らか托するための種私製札交配を行ったので、その点は、明らか托卵重の増加とLて  

乗れ卵垂と負の相関にあるその他の項目については、若干前年度より劣る成績を示した。以＿上   

り結果は襲用稲造成の卵重系統として供用するためには、むしろ、この増しゎこと．ゝ考えられ  

る。  

4，巧render 系を供用しての実用鶏造成のための組合せ託墳の産果および計画国産の実  

用塔を造成するために優良系統の組合せ試験を実潤してぃるが、その中から昭和44年慶以降   

のBr系を供嘱した組合せを抽出すれば笥5衷のとおりである。箪5表（1）は昭和44年鶏   

の500日令の試敦を終了したものと、昭利45年潟の450日今の試験を終了し姦■ものであ   

る○（2）は昭和4る年商の短期検定（270日令）を終了したものゝ成績を示した。備考欄  

の組良組合せは、全国の組合せ検定から優良組合せとして抽出されたものである。との第5表   

の成績を踪合的にみるとBr系は当場白レクd系、ロードp系とは相性がエく、他県の僚良系  

統では福間N・福岡i。埼玉0・栃木A・栃木M・福島Hとの相性が優れている上うに推察さ   

れる。   

食お、記妊おぃて揉昭和41年藍以降の全国の組合せ検定の成績から、優良夜基誰某統およ   

び組合せを選抜し、実用候補組合せとして全国的把拡大テストを行う組合せを計画した、その  

組合せ一覧表は第4襲とのふ少である。Br系を供用し七の組合せは昭和4ム年度は18組合  

せ中4組合せ、唱和47年産計画忙おいては15組合せ中4組合せ、昭和48年慶計画にお車  

（9ム頁に続く）  
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茶2襲 Bre爪der 系の家系別後代成績  

45で－59   4   －   1D   91   71   72  1自占   1770   d2   5   2   4t】．8   250  

4る  45で一45   5   9   9   ‖川   75   77   188   1844   65   5   5   10D．0   由  

45で－47   る   15   15   87   71   77   199   198d   る5   8   る   75．D   229  

451」48王   5   9   8   89   78   79   184   1758   占2  

45で－75   4   18   17   9A   占9   72   194   1847   85   12   8   dエア0   2さ2  

こ 
年  

12   925   25d  ◎  

45T－7d   4   9   7   78   78   Bl   175   1825   59   100．0   2る占  

45‘r－79   5   8   8   100  るる   る9   177   1925   占占   7   7   ・10D．D   2dl  ◎  

45サー81   5   10   9   90   d5   ‘5   187   1725   d7   8   占   75．D   254  

鞠   45T－84   4   14   14   l〔】0   占る   71   185   1895   dA   1口   90．9   
2d2  ◎  

45Tt・－97   5   15   14   95   55   59   179   1‘90   占2   7   d   85．7   249  

45T－98   22  21   9占  7□   72   19a   2105   d5   
18   

1占   88・9   2占5  ◎   

新平均   15羽   56 199 187； 94   占8   
71   

189  190る  占4   114】97  8已1   255l   

証 閏年成積の開始羽赦は種籾検定終了後、周年検定実地渇を選抜し、その実地羽散な開始羽数とした。   



熊5表 B一系統を供用して薬用徽生成のための組合せ試験の結果   

川場内言頬おエび民間螢託試験の終了翔の成績  

育成  成 効  5【】再  産卵成績  10ク月令  丁訂嘉   
蘭  】 交 配  

櫻  式  

度  雄  雌  

X東京よ   
ぎ      寵卯 日食  l 1         ” 伸考 －〟」  
篭95  95  15占  74  218   57   

41   19 dC   2，7 8   

東京Br  X 東京Br   95  87  170  71  2Dl   dO   42   1950   2．る1   優良組合i  

× 東京Br   9f‡  95  1占2  71  209   S8   40   21dO   2．95  

l。。  X 東京8r   100  100  1る7  75  218   ‘0   42   19 占5   Z．る1   優良組合  

楕岡N  X（東京d．東京Br）  19ム  9d  1ム4  占d  185   る0  212 5   2．9る  

年  東京Br  X〈補間ん．東京d）   9る  90  1くち8  58  1占7  59   55   ZC 9t】   5．25  

（栃木A．東京Br）×（福岡ん．東京d）   95  78  1占4  十さ  175   55   54   19 75   5．19  

福岡N  X（東京ア．更京乃ー）   94  88  171   】dl  172   57   55  219 D   乙54  

産   90  1〔1〔）  157  占8  2tつ5   59   58  215【   2．89  

t（東京Br．新潟F）×（親鳥H．福島P）   1t】8   8占  15占  77  2ロ9   57   ＝  2Dl〔   2．る9  

（栃木A．東京8r）×（東京Br．東京P）  90   84  1占9  る8  1B9   ‘0   4〔】   2170   2．87  

栃木M  X 東京Br   75  71  17D  75  181   る0   45   2 215   2．71   優良組合  

福岡N  X（東京Br．東京d）   57  占7  1き5  7占  181   5占   41   1874   2．81  

（福岡N．東京Br）×（福岡ん．東京d）   6S  71  175  58   57   19ム5   2．82  

（福岡N．東京Br）×（福島克．東女d）   170   dD  52  2口59   5．58  

45  82   74  172  占9  1d7   57   う9  2D42   2、75  

（栃木A．東京3r）×（福岡ん．東京d）   95  87  1占2  ‘8  191  57   57  194る   2．84  

（埼玉0．東京B－）×（山形Y．東京d）   85  85  1d8  74  2t＝】   59   41   18占9   2．5（1  

年  84  る9  1占8  57   5る  2 ロ〔2   乙12  

（福間ん．東京d））×（福岡N．東京餌   158   58   42   185d   2．dO   優良組合  

（福岡ム．東京d）×（埼玉8．東京Bd   1DO  85  1る1  75  195   5占   59   1875   2．占8  皮  
（相同N．東京Br）×（東京P．東京d）   95  85  171  占1  1る1   59   55  2 ヨiム7   5．17  

東京Br  X（東京D．東京P）   91   78  1dl  71  185   58   41  2 255   2，7 8  

（埼玉0．東京Br）×（東京P．東京）   89   89  17。  ＝ 72  20占   57   59  

（2）場内試験おょび民間委託試験の短期成績  

年   交   配  様   式   
→卵   へン・デ  

備  考   
医   雄  雌   峯  生存率   日令   イ多   卵重   産卵丑  体   重  要求事   

育 成  l成鶏  50芳   

産 卵 成 槻  15〔）日令時  傑l料  

（東京Br岩手y）×（福岡ん．東京d）   90  95  17【】  る8   55   55  1a18   2．81  

4‘  91  90  1る9  75   57   Il  20 00   2．74  

年  94  98  158  7占   57   40  1858   2、70   優良組合  

産  東京8r  x 東京P   98  171  74   るロ   42  19 02   2．5占   41軟便良組合  

（埼玉q．埼玉R ）× 東京Br   85  95  175  占7 59   41  19112   2－77  
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ては10組合せ中4組合せに供用やれている。  

5．お・わりに   

当場Brender 系け召和4n年米国Bretlder親場より違入し、昭和41年より閉鎖群と   

して育種を進めてきた。その経過および成績吐上述のと封少である。た卦綜合成横を示すと第5   

表のとお少で卵重系経としての特徴が明確になりつゝある。   

Brender 系を供用しての実用鶏造成試験の塘果からは、当場の基碑系統である白レクd系  

およぴロードp系との相性に優れ、ヰた福岡N・i。埼玉0。栃木A。M。福島Hなどとも相性   

がよく、これらの系統との4■元交配は全国の拡大テスト組合せとして計画され、実施の段階にあ  

る（、   

当Brender系は卵重系統として槻を明ちかにするよう育種を進めてきた、そして今後も、   

なお、この特徴の向上を図るよう育種してぃく予定であるが、鶏群の大きさ托20【喪廟後で、   

すでにる世代を経過しているので今後の改良育種の困雛が冊念されるが、顆粒を失わないよう  

欠点を除々に改善し左がら維持向」二してぃきたい所存である。  

大方の御批判と御指導をお顔ぃする次第である。  

一9ムー   




